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１．はじめに
　2014年４月から，函館市内のＡ幼稚園に在園している「気に
なる」幼児を対象に，運動発達を支援する場として「スポーツ
活動支援事業」を試行的に立ち上げた。この事業は，スペシャ
ルオリンピックス日本1）のヤングアスリートプログラムの一環
として実施しており，今年度は，ヤングアスリートプログラム
の本格実施に向けて，その運営体制を確認しながら実施を試み
た。
　ヤングアスリートプログラムとは，知的障害のある２～７歳
の子どもたち（アスリート）のためにスポーツを基本に開発し
た“遊び”のプログラムを実施するものであり，子どもたちに
とって，初めて経験するスポーツの世界である。ゲームや歌な
どを取り入れて楽しく体を動かすことで，運動能力の基礎を学
ぶことを基本としている。これをうけて，本事業では，遊びの
活動をとおして全身を使うこと，友だちと一緒に遊ぶ楽しさを
経験することを重視している。さらに，ヤングアスリートプロ
グラムが目指すことは次の通りである。「基礎運動，歩くこと
と走ること，バランスとジャンプ，ボール投げやキックなどの
８つの分野において，発達に適した運動を行うことによって身
体，認知，社会性の成長を促します。ファミリ （ー家族）にも
参加して頂きファミリー間のサポートネットワークを築きま
す。知的障害のある，なしに関わらず，誰もが一緒になって楽
しみ，知的障害のある子供達の“できること”についての認知
を高めます。」
２．事業運営
　事業の運営は，北海道教育大学函館校細谷研究室の教員と学
生が中心となって実施し，本学の「SOサークル」の協力を得
ながら，６月～12月の毎月１回土曜日の午前中を予定してい
た。しかしながら，会場の都合により，８月と９月を中止に
し，全部で５回の活動を実施した。
　今年度は本事業の初年度ということもあり，試行的に実施し
ていることから，「きりのめキッズくらぶ2）」に参加している
幼児の保護者に，口頭で本活動の趣旨を説明し，案内文を配布
した。その結果，全部で４名の保護者から申し込みがあり，幼
児５名の他に兄弟２名を含めた７名の幼児児童で開始した。実
際の活動内容及び参加者数を表１に示す。参加している幼児
は，アスペルガー症候群，表出性言語障害，自閉症，弱視，発
達性協調運動障害と診断された多様な教育的ニーズのある幼児
である。
　活動は大学教員（筆者１名）がMT（Main Teacher）を務め，
ボランティア学生（Bo.）はST（Sub Teacher）の役割を担い，
参加幼児児童の支援を行った。実施内容は体を動かすことを基
本とし，前転やボール投げ，ジャンプなど，全身を使う運動を
遊びながら行った。また，活動終了後には，ボランティアによ
る参加幼児の活動記録をとり，参加幼児の活動状況を把握し
た。本事業における対象児の変化については，稿を改めて報告
する予定である。
３．今後の課題
　本事業は次年度以降も継続して実施する予定であるが，今年
度の活動をとおして次の点が課題として挙げられる。
　第１に対象幼児の拡大と会場施設の問題である。細谷・北
島・大庭（2004）によれば，地域における支援活動を計画・実
行に移していくためには，人的資源・物的資源の確保が必要
であると指摘されている。本活動においても今年度は初年度で
あり，ヤングアスリートプログラムの本格実施に向けて，運
営体制や支援を確認する意味で試行的に実施したため，「きり
のめキッズクラブ」に参加している幼児のみを対象とした。し
かしながら，今後，参加幼児の拡大を図るためには，幼児児童
通園施設などへの案内を通して，より多くの障害のある幼児が
参加できる体制を整えていく必要がある。そのためには，現在
は絨毯のある大学の一施設を活用して実施しているが，特定の
部屋を定期的に使用するためには，毎回の申請手続きが必要に
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なり，大学の行事と重なると会場を確保することができない状
況が生じてしまう。また，大学の施設を使用することで，参加
しているボランティアが大学関係者のみになっている。その結
果，どちらかというと閉じられた環境で活動を行っていること
にある。本事業を地域の施設で実施することで，障害理解の啓
発活動の一端を担うことができると考える。
　第２に参加幼児の変容に対する適切な評価の問題である。現
在は活動の記録を自由記述により記録しているが，今後，活動
の成果や幼児の変化を把握する際には，幼児の発達という視点
を欠かすことはできない。現在は５名の幼児の参加であり，そ
の日の行動を記録しているにとどまっているが，その特性は
様々である。したがって，個々の教育的ニーズに応じた評価を
発達という視点を含めながら，幼児の運動発達を適切に評価し
ていくことが求められる。
　以上のような課題を解決しながら，今後も継続した取組みを
実施していく考えである。
　最後に本活動に参加している幼児の記録の一部を表２に示
す。対象幼児は表出性言語障害と診断された年中児Ａ児であ
る。活動初日は多くのボランティアが初対面であったにもかか
わらず，人見知りせずに一緒に遊ぶ様子が見られた。Ａ児は
「きりのめキッズくらぶ」に参加している幼児であることか
ら，指導者や数名のボランティアとは面識もあり，抵抗なく活
動に入ることができた。２回目の活動では，投動作など，普段
は経験することができない運動を経験し，習得する様子が見ら
れた。３回目の活動ではマット運動を行い，全身を使った運動
を行い本人も満足した様子が見られた。４回目は園行事のため
欠席をしたが，５回目は遊具を用いた今までとは異なる運動を
行ったことから，全ての運動に意欲的に参加する様子が見られ
た。
　今後も本活動を継続することで，気になる幼児や障害幼児の
運動の基礎を形成することにもつながると同時に，彼らが今
後，スポーツ活動に取り組んでいくためのきっかけになること
を願っている。
付記
　本活動への参加を希望される方は，以下までご連絡下さい。
〒040-8567　北海道函館市八幡町1-2
北海道教育大学教育学部函館校細谷研究室
細谷一博（SON北海道函館プログラム代表）
Tel/Fax 0138-44-4279
E-mail hosoya.kazuhiro@h.hokkyodai.ac.jp
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付記
　本活動の実施にあたり，「SOサークル」の学生にボランティ
アとして協力をいただきました。また，本事業の運営にあたり
平成26年度北海道教育大学学長裁量経費（地域貢献推進経費）
の補助を受けました。記して感謝申し上げます。
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